
第１０章 線形符号 

生成行列（G）  ：符号生成に関連 
 
検査行列（H）  ：誤り検出・訂正に関連 
 
シンドローム（ｓ）：誤り検出・訂正に関連 



10.1 組織符号 

組織符号： 
情報部分と検査部分が明確に分離できる符号 
 
符号＝情報部分（情報ビット）＋検査部分（検査ビット） 

𝑢1, 𝑢2, ⋯ , 𝑢𝑛 = (𝑥1, 𝑥2, ⋯ , 𝑥𝑘 , 𝑝1, 𝑝2, ⋯ , 𝑝𝑛−𝑘) 
 
(𝑛, 𝑘)符号： 符号長が𝑛で情報部分が𝑘[bit]の組織符号 



10.2 ２元(𝑛, 𝑘)線形符号 

全ての変数やパラメータは0，1で表現 



10.3 生成行列G 

通信路符号化（誤り検出・訂正符号化） 
   （情報ビット）→（ルール）→（検査ビットを構成） 
 
検査ビット＝情報ビットの線形変換（線形符号） 



性質10.1 



例１０．１ 



10.4 検査行列Ｈ 





例10.2 



性質10.3 

𝒖が線形符号𝐶の符号語である必要十分条件 



10.5 シンドロームｓ 



シンドロームの性質 





例題10.3 



10.6 生成行列Ｇと検査行列Ｈの関係 



10.7 線形符号Ｃの最小ハミング距離 

𝒄𝑖 = 𝒄𝑘 + 𝒄𝑙 



線形符号の１次結合 

線形符号の１次結合（線形結合）もまた線形符号である． 



・・・(9.23)と同じ 

・・・(9.24)と同じ 



演 習 

（１）記号列𝑥 = 101100101を偶数パリティ，及び，奇 
   数パリティで送信するときの検査ビット𝑝を求めよ． 



（２）次の符号𝐶について，以下の問いに答えよ． 
 

𝐶 = {𝑐1, 𝑐2, 𝑐3} 
𝑐1 = 100101, 𝑐2 = 101011, 𝑐3 = 011011 

 
 （ｉ）   ハミング距離ℎ(𝑐1, 𝑐2)を求めよ． 
 （ｉｉ）  ハミング重み𝑤(𝑐3)を求めよ． 
 （ｉｉｉ） ℎ 𝑐1, 𝑐3 = 𝑤 𝑐1 − 𝑐3 = 𝑤 𝑐1 + 𝑐3 を確かめよ． 
 （ｉｖ） 最小ハミング距離𝑑𝑚𝑖𝑛(𝐶)を求めよ． 
 （ｖ） 𝑑𝑚𝑖𝑛(𝐶) = min ℎ 𝑐𝑘 , 𝑐𝑙 = min 𝑤(𝑐𝑘 + 𝑐𝑙)を確か 
    めよ． 

演 習 



演 習 

（３）以下の問いに答えよ． 
 
 （ｉ） 検査行列𝑯が次式で与えられるとき，受信記号 
   ベクトル 𝑦 = (1010011) が正しいか否か判定せよ． 
 
 （ｉｉ） もし，誤っているとき，誤りが１個であると仮定し 
    て，訂正した受信記号ベクトルを求めよ． 
 

𝐻 =
1  0  1  0  1  0  1
0  1  1  0  1  0  1
0  1  1  1  0  1  0

 


